
種々のセンサーを牛体内・外に装着し、得られた情報から分娩兆候を捉え、飼養者に通知する技術が普及
⇓

衛⽣上の問題や装着にかかる労⼒、牛に対する負担が⼤きい
【求められている技術】 非侵襲的アプローチによる分娩監視技術

【現状と開発の背景】

【既往の技術】
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〈妊娠期間の分布（肉用牛）〉

（n=175,118)

平均値︓292日
最⼤値︓309日

鍋⻄ら

（日）

・ 妊娠期間には⼤きなバラツキ ⇒ いつ産まれるか分からない

＝ 昼夜を問わない監視作業 ⇒ 労働負担

30

50

70

H19 H22 H25 H28

乳用牛
肉用牛

〈1⼾当り頭数の推移（頭）〉 〈胎児死廃率の推移（％）〉

0

3

6

9

H23 H24 H25 H26 H27

飼養規模の拡⼤

分娩事故による損失

画像認識AIで牛の分娩兆候を検出し
飼養者へ通知するシステムを開発・販売開始

株式会社ひむか流通ネットワーク・ 北⾥⼤学獣医学部 ・ ノーリツプレシジョン株式会社
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【カメラで撮影した牛の⾏動を解析することで、分娩前に特徴的な⾏動変化（分娩兆候）を検出できることを確認】

分娩11-12 h 前 分娩1-2 h 前

動線の変化

【画像認識AI技術を⽤いて牛の分娩兆候を検出し飼養者へ通知するシステム（製品名︓牛わか）を開発】

分娩室にカメラを設置 AIで⾏動を解析

牛の状態をいつでも確認

分娩兆候をメール通知

【開発したシステムのメリット】
 牛に優しい︓非侵襲的に⾏動を解析
 負担軽減 ︓いつでもどこでも牛の状態を確認
 事故予防 ︓分娩兆候を検出して⾃動通知

分娩↓ 分娩↓

Nabenishi et al., 2021


